
【熊本空港から】 
・タクシー：約３５分 
・リムジンバス 
 
            
 
 
 
 
 
 
 

◆申し込み：平成3１年２月１日（金）まで 
      別紙の参加申込用紙により下記宛てまでお申し込みください。 
      ※ＦＡＸ，Ｅメールでお受けいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会 費：無料 
◆昼 食：当日６００円で弁当（お茶付き）を御用意します。 
     希望される方は，参加申込用紙に御記入いただき，当日受付時に代金をお支払いください。 
◆宿 泊：各自での対応をお願いします。 

熊本大学教育学部附属特別支援学校 
 〒８６０－０８６２ 熊本市中央区黒髪５丁目１７－１ 
 ＴＥＬ ０９６－３４２－２９５３    

 ＦＡＸ ０９６－３４２－２９５０ 
 Ｅメール yougo@educ.kumamoto-u.ac.jp 
                                                 
※当校のWebページでも御案内しております。 
 http://www.educ.kumamoto-u.ac.jp/~futoku/index.html 

※詳しくは，熊本大学Webページ 交通アクセス＆キャンパスマップをご覧ください。 
  http://www.kumamoto-u.ac.jp/campusjouhou 

【バス利用の場合】 
 
             
         （約26分） 
 
 
 
          
         （約17分） 
 
 
 
 
 
 
 

熊本駅前 
１番のりば 

交通センター 
16番のりば 

立田自然公園入口 

交通機関 行先 番号 

産交バス 楠団地 
光の森産交 

子１ 
子７，子10，子17 

電鉄バス 光の森駅 子１ 

【自家用車の場合】 
矢印に沿ってお進みください。当校運動場が駐車場にな
ります。 
※駐車場スペースには限りがございますので，乗り合わ
せ，または公共交通機関の利用をお願いします。 

検索 くまだい ふとく 

参加申し込み 

会場の御案内 

担当 教頭：鶴田 

 第32回『研究発表会』の御案内（第二次） 
 

平成30年度 文部科学省「特別支援教育に関する実践研究（次期学習指導要領に関する研究）」 

/ ２ 16 （土） 

２０１９ 
平成3１年 

熊本県教育委員会 
熊本市教育委員会 
熊本県特別支援学校長会 
熊本県手をつなぐ育成会 
熊本大学教育学部同窓会 
 

後 援 

会場：熊本大学教育学部附属特別支援学校 

研究テーマ 

 「次期学習指導要領を見据えたカリキュラム・マネジメント」        
     ～熊大式マネジメントシステムの構築～（2年次） 

  

ごあいさつ 
  
 本校では，平成29年度から３か年にわたり，文部科学省の委託を受け，「次期学習指導要領を見
据えたカリキュラム・マネジメント」をテーマに研究に取り組んでいます。 
 ２年次にあたる本年度の研究発表会では，最終年度のまとめにつながる研究の実際を公開します。 
 大学教員との共同研究のもとに開発した，主体的・対話的で教科の本質をふまえた授業とＳ授業研
の実際，約100の事業所から回答を得た「在学中に身に付けてほしい力」アンケートの結果などを通
して，これからの特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメントについて，御参観いただく皆さ
まとともに考える機会となることをめざします。 
 働き方改革が叫ばれる中，限られた時間を有効に活用しつつ，生き生きと研究に取り組む本校職員
に対し，御指導御助言を賜りたく御案内申し上げます。 
  

 熊本大学教育学部附属特別支援学校 校長 八幡 彩子 
  

平成30年度 

熊本大学教育学部附属特別支援学校 



公開授業 

学部 公開授業 実践の概要 

小学部 国語科 
 小学部では，各クラスの中で習熟度や教育的ニーズに応じてグループを編成して学習しています。
子ども一人一人の実態や特性を捉え，習熟度を踏まえながら子どもたちの学び方にも着目して授業づ
くりをしています。国語の見方・考え方を基に，子ども一人一人の特性を踏まえた授業の展開を御覧
ください。 

中学部 数学科 
 中学部では，習熟度と教育的ニーズに応じて４つのグループを編成し，数学の授業を行っています。
質の高い「深い学び」を目指し，数学の特質である「見方・考え方」を捉えながら，社会生活の中で
生きて働くものとして習得したり，思考力や判断力を豊かなものにしたりできるように，指導方法の
工夫や教材研究に取り組んでいます。 

高等部 家庭科 

 高等部では，新学習指導要領における「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学
ぶか」について，指導計画及び評価サイクルを通した授業づくりを整理しています。また，卒業後の
社会のニーズと卒業生の姿から，育成を目指す資質・能力を見直し，チームアプローチで作る授業づ
くりを検討しています。今年度は家庭科の教科に焦点を当て，３年間の系統性と他教科との関連性に
ついて整理を行います。 

8：50  9:20  9:50                    10:50               11：30              12：35                           13：55                    14：50           16：20 

公

開

授

業 

全

体

説

明 

講

演 

受

付 

開

会

行

事 

（
Ｓ
授
業
研
） 

昼

食 

ポ
ス
タ
ー
発
表 

閉

会

行

事 

(90) (40) 

分

科

会 

(70) (45) 

日 程 

全体説明 
 本研究の概要をマップとして視覚化し，本校が目指すカリキュラム・マネジメントや今年度の
研究成果について参加者の皆様へ御説明いたします。 

 これまで「主体的・対話的で深い学び」を探求し，日々の授業実践を中心に授業改善・開発をし
てきました。今回は３つの教科別の指導の授業を公開します。 

9：50～10：40（小学部は10：35） 

10：50～11：30 

分 科 会 12：35～13：45 

学部 対象教科 共同研究者 専門 

小学部 国語科 
大学院教育学研究科    仁野平 智明 准教授 
大学院人文社会科学研究部  藤田 豊  教授（副学部長） 
大学院教育学研究科     干川 隆  教授 

国語科教育 
教育心理学 
特別支援教育 

中学部 数学科 
大学院教育学研究科     吉村 昇  准教授 
大学院教育学研究科     菊池 哲平 准教授 

数学科教育 
特別支援教育 

高等部 家庭科 

大学院教育学研究科     八幡 彩子 教授（本校校長） 
大学院教育学研究科     武田 珠美 教授 
大学院教育学研究科    宮瀬 美津子 教授 
大学院教育学研究科     中迫 由実 准教授 
大学院人文社会科学研究部  増田 仁  准教授 

家庭科教育 
家庭科教育 
家庭科教育 
家庭科教育 
家庭科教育 

 熊本大学の教員と共同で授業改善・開発を進めてきました。公開授業での子どもたちの学びをも
とに，授業づくりや対象教科の特質等について，共同研究者を含めた参加者全員で協議していきま
す。 

S授業研 
 本校では放課後の時間に授業評価を実施しています。校内ではS研と呼んでいます。毎日授業
者同士でその日の授業を15分間で省察し，授業改善につなげています。当日は昼食時間に自由
参観として，公開授業後のS研を公開いたします。 

ポスター発表 13：55～14：40 

12：10～12：25（自由参観） 

講 演 14：50～16：20 

「新学習指導要領を踏まえた特別支援学校における 
            カリキュラム・マネジメントの在り方（仮）」 
   講師   
    教育政策研究会特別支援教育部会 

                   武富 博文 氏 

 昨年度まで国立特別支援教育総合研究所にて，情報・支援部総括研究員としてご活躍されました武富
先生をお招きし，カリキュラム・マネジメントの在り方，進め方について御教授いただきます。 

 本校の研究概要マップを起点とし，教育課程のPDCAサイクルや大学教員との共同研究，地域社
会と連携した取組など，幅広い研究実践の発表をいたします。参加者の皆様と語り合い，学び合う
機会にしたいと考えています。 

オーバーブロッキング環境
下で活用できる知的障害教
育デジタル教材の開発と
Web公開 

 

保健 
性に関する指導・支援 

 

共同研究者：養護教育 
久保 昌子 教授 

就職支援 
ネットワーク会議 

小学部：体育 
 
 

共同研究者：保健体育科教育 
坂下 玲子 教授 
大石 康晴 教授 

地域資源の活用 

小学部：生活科 
共同研究者：社会科教育 
 竹中 伸夫 准教授 
共同研究者：家庭科教育 

八幡 彩子 教授 

小学部：国語(２本) 
 

共同研究者：上記共同研究者 
教育課程のPDCA 

熊大式授業づくり 
システム 

中学部：数学(４本) 
 

共同研究者：上記共同研究者 

高等部：家庭科(３本) 
 

共同研究者：上記共同研究者 

カリキュラムの充実 授業改善・開発 地域社会との連携・共同 

一般企業100社から 

「在学中に身に付けてほ
しい力アンケート」 

※他にも福祉・労働関係機関からのポスターもございます。 

(50) 

研究部長 多田 肇 

(JP18H00154) 


